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研 究 論 文

要　約
黒毛和種牛繁殖農場において，呼吸器病の多発（発生率；89.9％）および重症化（死亡率；11.2％）が

問題となった。発症牛において，RSウイルスの感染が高率に確認され，健康牛からMannheimia 
haemolytica（M.h）が高率（80％）に分離された。感受性の高い抗生物質による治療と，M.h不活化ワク
チン注射を実施した。その結果，呼吸器病発生率は56.0％に，死亡率も０％に減少した。今回実施し
た対策は，呼吸器病の発生および重症化を軽減する効果のあることが示唆された。
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牛呼吸器病症候群（BRDC）は，ストレスによる免

疫力の低下，ウイルス感染，細菌感染と複合的な要

因が絡まりあって発症する１, ２）。それゆえに，呼吸

器病対策も，これらの原因に合わせて様々な対策が

実施されている３, ４）。

呼吸器病を引き起こす病原体として，ウイルス，

細菌，マイコプラズマがあげられる。ウイルスの主

要なものはIBR，RS，BVD，PI3であり，これらに

対するワクチンも発売されている５）。ウイルスは，

一次病原体として上部気道に感染し炎症を引き起こ

す。ウイルス単体で呼吸器病を引き起こすこともあ

るが，その後の細菌などの二次病原体の侵入に対す

る誘因となっていることが多い１, ２）。ウイルスを上

部気道で感染防御できれば発症自体を抑えることに

つながると考えられる。ただし，上部気道における

局所免疫を付与できるワクチンは現在１種類のみで

あり，ワクチン抗原もIBRとPI3に限定されている。

治療法も，大動物診療の現場において現時点では抗

ウイルス薬は使用されておらず，ウイルスに対する

原因療法がないのが現状であり，抗炎症薬などによ

る対症療法が主なものとなっている６）。

一方，細菌の主要なものはパスツレラ・マルトシ

ダ，マンへミア・へモリティカ，ヒストフィルス・

ソムニがあげられ，これらに対するワクチンも発売

されている７, ８）。細菌に対する治療は，抗生物質に

よって原因療法が実施されている。細菌は鼻咽頭に

黒毛和種牛繁殖農場における
牛呼吸器病症候群（BRDC）対策
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月齢の健康な牛10頭の鼻腔ぬぐい液（鼻汁）を採取し

た。鼻汁は，消毒綿を用いて鼻腔周辺および粘膜を

可能な限り清拭した後，長さ約30 cmの滅菌綿棒を

鼻腔内深部まで挿入して採取した。採取鼻汁はただ

ちに輸送培地（改良アミーズ半流動培地，イワキ㈱）

に保存し，冷蔵して検査センターへ搬送した。分離

対象は，Pasteurella multocida（P.m），Mannheimia 
haemolytica（M.h），Histophilus somni（H.s），

Mycoplasmaとした。分離された細菌株を用いて，

一濃度ディスク法にて薬剤感受性試験を実施した。

抗菌剤は，ペニシリン，アンピシリン，アモキシシ

リン，メシリナム，ストレプトマイシン，カナマイ

シン，オキシテトラサイクリン，クロルテトラサイ

クリン，チアンフェニコール，フロルフェニコール，

オルビフロキサシン，エンロフロキサシン，セフチ

オフルナトリウム，タイロシン，セファゾリンナト

リウムを供試した。検査はインターベット社に依頼

した。

（３）対策実施前後の呼吸器病発生状況

平成24年５月９日に農場に飼養されていた６～

279日齢の黒毛和種牛18頭に，マンヘミア・ヘモリ

チカ（１型）感染症不活化ワクチン（リスポバル，ゾ

エティス社）を注射した。その後，継続して生後30

～90日齢にてM.h不活化ワクチンを注射した。M.h

不活化ワクチン注射と薬剤感受性試験結果に基づい

た抗生物質の選択を，病原性細菌対策として実施し

た。対策実施前の平成23年５月１日から平成24年４

月30日と対策実施後の平成24年５月１日から平成25

年４月30日までの呼吸器病発生状況を調査した。調

査項目は，呼吸器病の病傷事故件数（初診件数：初発，

再発含めた総件数），発生頭数（１年間に呼吸器病を

発症した頭数），再発頭数（初回治療後，治癒転帰の

後再び発症した頭数），死亡頭数（１年間に呼吸器病

により死亡した頭数），年間呼吸器病発生率（年間呼

吸器病発生頭数/年間感受性頭数），年間呼吸器病死

亡率（年間呼吸器病死亡頭数/年間感受性頭数），呼

吸器病発症日齢，診療回数とした。

常在しており，それが増殖し肺に侵入することで重

篤な肺炎を引き起こす。病原性細菌による肺炎は高

い罹患率と死亡率を示すことから，細菌対策を実施

することにより呼吸器病の重症化を抑える効果があ

ると考えた。そこで，呼吸器病の重篤化を軽減する

目的で病原性細菌に対する対策を実施した。

材料および方法

（１）発生農場の概要

平成23年５月時点で，繁殖牛61頭，子牛35頭を飼

養していた。繁殖牛は黒毛和種とF1で，F1は受精

卵移植により黒毛和種子牛を生産していた。

初産牛およびETの産子は，代用初乳を給与，２

産以上の母牛の産子は，母牛の初乳を給与していた。

３カ月齢までの哺乳子牛の管理は，１頭ずつ代用乳

を給与している子牛と，母子同居している子牛が混

在していた。離乳は３カ月齢前後で実施し，ワクチ

ンは90～120日齢で呼吸器病５種混合生ワクチン（京

都微研牛５種混合生ワクチン，㈱微生物化学研究所）

を接種していた。離乳後は５～６頭ずつ育成牛舎で

飼養し，８～10カ月齢で市場へ出荷していた。

（２）病原体調査

牛群内におけるウイルスの感染時期を推定するた

めに，平成24年３月31日から４月18日の期間に，健

康な１～348日齢の黒毛和種牛32頭から採血し，血

清中ウイルス抗体価を測定した。また，呼吸器病発

症に関与するウイルスを調査するために，平成24年

３月25日から４月９日までの期間に，呼吸器病を発

症した96～283日齢の黒毛和種牛７頭からペア血清

を採取し，ウイルス抗体価を測定した。牛伝染性鼻

気管炎ウイルス（IBR）はNo.758株，牛ウイルス性下

痢・粘膜病ウイルス１型，２型は（BVD1，2）は，

Nose株，KZ-91-cp株，牛RSウイルス（RS）はNMK7

株を用いて中和抗体価を測定した。パラインフルエ

ンザウイルス３型（PI3）はBN１-１株，アデノウイル

ス７型（AD7）は袋井株を用いてHI抗体価を測定し

た。抗体価の測定は㈱微生物化学研究所に依頼した。

治療効果の高い薬剤を選択するために，８～14カ
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（４）統計解析

対策前後における年間呼吸器病死亡率および年間

呼吸器病死亡率の比較には，χ２独立性の検定を用

いた。

結　果

（１）病原体検索

ⅰ）健康牛における日齢別のウイルス抗体価の推移

IBR，BVD2，PI3は日齢経過に伴う有意な抗体価

の上昇はみられなかった（図１）。AD7は250日齢以

降に，BVD1は150日齢以降に抗体価の上昇がみら

れた。RSは100日齢以降に抗体価の上昇がみられた。

ⅱ）呼吸器病発症牛のウイルス抗体価

７例中５例でRSウイルス抗体価が４倍以上に上昇

していた（表１）。102日齢で発病しRSウイルス抗体

価の上昇がみられた牛は，IBR，BVD1の抗体価も同

時に上昇していた。96，159，250，283日齢で発病し

RSウイルス抗体価の上昇が見られた牛は，ワクチン

接種前もしくは接種後30日以上経過していた。

ⅲ）健康牛における細菌検査

鼻腔スワブから，10頭中５頭でP.m，８頭でM.h，

１頭でH.sが分離された。Mycoplasmaは分離されな

かった。

P.mでタイロシン，オキシテトラサイクリン，ス

トレプトマイシンに対して耐性がみられたが，その

他の薬剤については全て感受性であった。M.hは全

て感受性，H.sはストレプトマイシンのみ耐性であっ

た。

（２）対策実施前後の呼吸器病発症状況の比較

健康牛の鼻腔からM.hが高率に分離されたので，

その時点で存在していた子牛にM.h不活化ワクチン

を一斉注射し，その後，生後30～90日齢でM.h不活

化ワクチンの注射を継続した。また，呼吸器病を発

症し治療が必要な牛について，薬剤感受性とコスト

からペニシリンとストレプトマイシンの合剤を第一

選択薬とした。

対策前後で病傷事故件数は50件から28件に減少

し，発生頭数は32頭から17頭に減少した。再発頭数

は10頭から４頭に減少した。年間呼吸器病発生率は，

89.9％から56.0％と有意に減少した。死亡頭数は４

頭から０頭に減少，年間呼吸器病死亡率は11.2％か

ら０％に減少した。発症日齢を比較したところ，ワ

クチン注射後の発症が減少した（図２）。治療回数を

比較すると，７回以上治療した牛は９頭から３頭に

減少した（図３）。

考　察

今回，黒毛和種繁殖農場において，呼吸器病が多

発し，RSウイルスとM.hの複合感染によるBRDCの

発症が疑われた。発症時期は０～105日齢と幼若な時

期の発生が多かった。抗体検査からIBR，BVD2，

PI3のウイルス感染は農場内で起きていないと推察

された。AD7については，出荷前（250日齢以降）に

牛群内で感染が起きていたと推察された。BVD1は，

150日齢以降に抗体価の上昇がみられたが，ワクチン

接種時期と重なるため野外感染によって上昇したも

のかワクチンによるものかは判別できなかった。RS

も同様の抗体価の上昇が確認されたが，RSの場合，

ワクチン注射のみでは通常64倍以上上昇しない９）た

め，平均でも256倍以上と高い抗体価が確認された

ことから，牛群内で野外のウイルス感染が起きてい

た可能性が高いと考えられた。発症牛のペア血清に

図１　健康牛における日齢別の血清ウイルス抗体価の
推移
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表１　呼吸器病発症牛のウイルス抗体価

牛No

表１　呼吸器病発症牛のウイルス抗体価

初診日
抗体価

採血日
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図2　対策前後における呼吸器病発症牛の初診時日齢

図2　対策前後における呼吸器病発症牛の初診時日齢



「家畜診療」63 巻１号（2016 年１月） − 41 −

抗体は，生後８週齢で最も低下することが報告され

ている16）。移行抗体の低下時期と呼吸器病の発症時

期を考慮し，30～90日齢の子牛にM.h不活化ワクチ

ンを注射した。

すでに呼吸器病を発症した牛について，治療回数

を減少させ，治癒率を上げるために，健康牛の鼻腔

スワブから細菌を分離しその薬剤感受性を調査し

た。加藤ら10）は，健康牛の鼻腔スワブから分離され

た菌の薬剤感受性に基づいた抗菌剤を選択すると治

療効果が高いと報告している。今回は，分離された

細菌の薬剤感受性とコストを考慮し，呼吸器病発症

牛に対して，抗生物質の選択を行った。

今回，病原性細菌に対する対策によって，呼吸器

病の発生が減少し，それに伴い重症化し死亡に至る

牛もいなくなり，効果が確認された。病原性細菌に

対する対策は呼吸器病によって重症化する牛が多発

する農場においては有効な対策であると考えられ

た。牛の飼養管理状況，呼吸器病の発生状況，病原

体の浸潤状況および病原性細菌の薬剤感受性など呼

吸器病の発症に関わる要因は，農場ごとに異なって

いる。これらのデータを把握したうえで，より効果

的な対策を複合的に実施することが呼吸器病対策に

は重要と考えられた。

最後に，サンプルを提供していただいたゾエティ

ス社，検査にご協力いただいた㈱微生物化学研究所

およびインターベットに深謝する。
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健康牛の鼻腔スワブからの細菌分離の結果で，
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率に分離されることから，呼吸器病への関与につい

ては不明であった。M.hは，健康牛で16～26.7％と

比較的低い分離率である10 -12）のに対し，本農場では

80％と高率に分離されており，呼吸器病に関与して

いるのではないかと考えた。

そこで，M.h不活化ワクチンの注射を開始した。
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Countermeasure against bovine respiratory disease complex (BRDC) in a Japanese Black
 Cattle breeding farm
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SUMMARY

  An outbreak of respiratory diseases (incidence: 89.9%) and exacerbation (mortality: 11.2%) became 
problems in a Japanese Black Cattle breeding farm. Infection with RS virus was observed among a 
majority of cattle with the diseases. Mannheimia haemolytica  (M.h) was isolated from healthy cattle 
at a high rate (80%). To treat them, highly- sensitive antibacterial agents and M.h inactivated vaccine 
injection were administered. As a result, the incidence of respiratory diseases decreased to 56.0%, 
and mortality to 0%. The findings suggest that the countermeasure will effectively reduce the onset 
and exacerbation of respiratory diseases.

【Keywords : BRDC, drug sensitivity, Japanese Black Cattle, pathogenic bacterium, vaccination】
……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………J Livestock Med, 63，37- 43（2016）
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